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開基百年

開
拓
記
念
館
な
ど
に
基
金
7
千
万
円
を
積
立

1
2
月
定
例
町
議
会
は
1
7
日
と
2
0
日

に
開
か
れ
、
補
正
予
算
、
条
例
案
の

審
議
と
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

1

2
月
定
例
町
議
会
で
は
各
会

計
の
補
正
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

本
年
の
開
基
百
年
記
念
事
業
基

金
に
7
千
万
円
を
積
立
て
る
経

費
等
、
総
額
約
2
億
4
千
万
円

の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

開
基
百
年
記
念

事
業
基
金
は

こ
の
基
金
は
、
開
基
百
年
記

念
事
業
基
金
と
し
て
、
平
成
7

年
6
月
に
創
設
さ
れ
、
今
回
の

7
千
万
円
と
合
わ
せ
て
、
約
1

億
9
千
万
円
が
積
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
記
念
事
業
の
予
算
は
、

す
で
に
実
施
さ
れ
た
分
を
含
め

全
体
計
画
、
約
4
億
6
千
万
円

で
、
基
金
は
こ
の
財
源
と
な
り

ま
す
。

開
基
百
年
記
念
事
業
で
は
、

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
記
念
式

典
や
記
念
施
設
、
記
念
出
版
物

の
刊
行
等
を
行
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
草
分
地
区
に
歴
史
広
場

を
整
備
し
、
こ
こ
に
開
拓
記
念

館
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

開基100年を祝い

みんなで楽しむ事業

●記念式典（7/1予定）

●記念イベント

北の大文字
姉妹都市交流
記念講演会

記念の

●シンボルマーク、

テーマの活用

●記念品の作成・配布

●町を知る事業

●協賛事業の実施

歴史を伝えて
いく事業

●百年史の製作

●百年記念誌

●百年記念ビデオ

未来に引き

●吹上温泉保養センターの建設

●開拓記念館・広場整備

●100年記念の森整備

開基百年

基本テーマ
過去〔尊び〕
現在〔歓び）

未来（輝き〕

主
な
補
正
予
算

◎
一
般
会
計

∇
公
共
施
設
整
備
基
金

7
千
万
円
を
追
加

現
在
高
は
8
億
1
千
万
円
に

∇
十
勝
岳
噴
火
対
策

5
0
0
万
円
甲
新
規
予
算

噴
火
対
策
図
や
備
品
費
用
に

∇
野
菜
安
定
基
金

7
3
3
万
円
の
新
規
補
助

価
格
安
定
の
補
給
金
が
不
足

す
る
た
め

∇
老
人
、
身
障
者
等
対
策

3
0
7
万
円
を
追
加

通
院
費
、
生
活
用
具
な
ど
に

∇
医
療
給
付

3
5
0
万
円
を
追
加

更
生
医
療
、
身
障
者
医
療
に

∇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

2
千
2
1
万
円

老
朽
化
に
よ
る
更
新

◎
公
共
下
水
道
会
計

∇
4
千
1
7
2
万
円
を
追
加
補
正

主
に
下
水
道
管
き
ょ
工
事

（
延
長
は
千
1
8
0
m
）



決算を認定
病院事業4，394万円の損失決算
水道事業　132万円の純利益

□決算の状況（平成7年度）　（単位：千円）

区　　 分 l病 院 事 業 水 道 事 業

総 利 益 A 10億1，254万7 2億1，501万6

総 費 用 B 10億5，648万7 2億1，368万7

差引損益A －B △ 4，394万 132万9

平
成
7
年
度
の
病
院
事
業
と
水
道
事

業
の
2
企
業
会
計
の
決
算
を
地
方
自
治

法

の

規

定

に

よ

り

、

1

2

月

定

例

町

議

会

で
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
状
況
は
、
病
院
事
業
会
計
が
4

千
3
9
4
万
円
の
損
失
決
算
で
、
水
道
事
業

会
計
が
1
3
2
万
円
の
純
利
益
で
し
た
。

意
見
を
付
け
認
定

認
定
に
あ
た
っ
て
、
議
会
に
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
1
1
月
8
日
に

書
類
審
査
を
行
い
、
次
の
意
見
を
付
け

ま
し
た
。

■
　
病
院
事
業
会
計

燃
料
単
価
が
高
い
。

福
祉
医
療
の
拡
大
と
内
容
充
実
。

検
査
機
器
の
活
用
向
上
。

■
　
水
道
事
業
会
計

未
収
金
の
徴
収
努
力
。

漏
水
処
理
の
改
善
。

水
道
料
金
の
現
行
維
持
。

町
職
員
給
与
を
改
正

平
均
0
・
9

2
％
の
ア
ッ
プ

町
職
員
の
給
与
を
改
正
す
る

た
め
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
、
国
家
公
務
員

が
人
事
院
勧
告
に
よ
っ
て
給
与

等
が
改
正
さ
れ
た
た
め
に
、
国

と
の
水
準
か
ら
給
与
を
平
均
で

0
・
9
2
％
、
昨
年
4
月
に
遡
っ

て
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
任
給
と

と
も
に
扶
養
手
当
や
宿
日
直
手

当
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

青
柳
議
員
　
国
の
1
1
級
制
給
料

案
に
対
し
、
本
町
は
8
級
別
を

採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
高

の
者
の
給
料
は
い
く
ら
か
。

答
　
一
般
職
給
料
表
で
は
、
8

級
の
2
0
号
給
、
4
5
万
5
千
円
で

看
護
職
は
別
表
の
5
級
別
で
婦

長
が
最
高
の
5
級
で
あ
る
。

米
沢
議
員
　
道
内
の
町
村
に
お

い
て
、
国
の
何
級
ま
で
の
給
料

表
を
採
用
し
て
い
る
の
か
。

答
　
町
村
に
お
い
て
は
、
8
級

制
の
給
料
表
を
採
用
し
て
お
り

9
級
制
は
な
い
。

仲
島
議
員
　
課
長
・
課
長
補
佐

・
係
長
に
適
用
さ
れ
る
給
料
の

級
は
そ
れ
ぞ
れ
何
級
な
の
か
。

答
　
課
長
が
7
級
か
ら
8
級
で
、

一
定
の
年
数
で
8
級
と
な
る
。

課
長
輔
佐
は
6
級
か
ら
7
級
・

係
長
が
4
級
か
ら
6
級
と
な
っ

て
い
る
。

主
な
質
疑



有
機
の
里
づ
く
り

に
注
目

広
島
県
美
土
里
町
・
公
社
が
完
熟
堆
肥
を
供
給

産

建

委

員

会

が

道

外

の

先

進

4

町

を

視

察

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

平

成

8

年

1

1

月

1

1

日

か

ら

1

6

日

ま
で
、
広
島
県
美
土
里
町
・
本

郷
町
、
兵
庫
県
南
光
町
、
香
川

県
大
内
町
の
先
進
4
町
の
農
業

振
興
や
商
業
振
興
の
状
況
を
視

察
し
ま
し
た
。

広
島
県
美
土
里
町
は
人
口
約

3
千
8
0
0
人
で
、
農
業
後
継
者
が

不
足
す
る
中
、
平
成
7
年
に
町

が
振
興
公
社
を
設
立
し
、
有
機

の
里
づ
く
り
事
業
と
し
て
完
熟

堆
肥
の
生
産
や
農
作
業
の
受
委

託
な
ど
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
公
社
は
町
が
9
千
万
円
、

郡
農
協
が
1
千
万
円
の
1
億
円

の
資
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

視　察　委　員

委 員 長 石　 川　 洋　 次

副委員長 米　 沢　義　 英

委　　 員 笹　 木　 光　 広

　〃 久保田　 英　 市

　〃 小　 野　 三　 郎

　 〃 佐　 藤　 政　 幸

　 〃 小　 野　　 忠

議
会
で
は
各
常
任
委
員
会

ご
と
に
4
年
に
2
回
、
道
外

へ
視
察
す
る
こ
と
を
議
会
の

き
ま
り
で
あ
る
「
先
例
」
に
定

め
て
い
ま
す
。
視
察
費
用
は

議
会
費
で
賄
わ
れ
ま
す
。
日

程
は
4
日
間
と
6
日
間
で
、
あ

ら
か
じ
め
所
管
す
る
調
査
項

目
を
定
め
て
視
察
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
議
会
や
議
会
広
報

へ
報
告
し
議
会
活
動
に
反
映

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



機械銀行が活躍
～生産コストと機械の効率化を達成～

香
川
県
大
内
町
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
し

た
人
口
1
万
7
千
人
の
農
業
を
主
体
と
し

た
町
で
す
。
大
内
町
は
町
農
協
と
と
も
に

農
業
振
興
計
画
を
樹
立
し
、
生
産
コ
ス
ト

低
減
と
機
械
の
効
率
利
用
の
た
め
に
農
業

機
械
銀
行
を
昭
和
4

9
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
農
業
目
指
し
て

近
年
の
農
業
後
継
者
不
足
と
農
地
の
有

効
利
用
か
ら
基
盤
整
備
を
実
施
し
、
都
市

近
郊
型
産
地
と
し
て
、
パ
セ
リ
、
い
ち
ご
、

き
く
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
を
栽
培
し
、
京

阪
神
市
場
を
と
ら
え
た
ブ
ラ
ン
ド
農
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
協
が
水
稲

や
野
菜
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
労
力
不
足
の
解
消
と
統

一
し
た
苗
の
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
で
町
お
こ
し

兵
庫
県
南
光
町
は
、
中
国
山
地
の
南
に

位
置
し
、
人
口
が
約
4
千
8
0
0
人
で
町
の
約

8
割
を
山
林
が
占
め
る
農
業
の
町
で
す
。

ひ
ま
わ
り
で
一
躍
有
名
に

平
成
元
年
に
圃
場
整
備
事
業
で
水
稲
が

作
付
け
出
来
な
い
た
め
、
地
元
農
家
の
提

案
で
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
た
と
こ
ろ
、
話

題
と
な
り
、
一
躍
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

ま
た
、
平
成
2
年
に
秋
咲
き
の
ひ
ま
わ

り
を
栽
培
し
、
平
成
4
年
に
は
農
林
水
産

省
の
全
国
1
0
0
選
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
に
認

定
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
油
を
採
り
販
売
す

る
な
ど
町
お
こ
し
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
、
特
に
農

業
振
興
に
お
い
て
各
調
査
先

の
環
境
条
件
が
異
な
る
と
は

い
え
、
厳
し
い
農
業
情
勢
に

対
処
す
べ
く
多
く
の
創
意
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本

町
も
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
生
産
活
動
の
推
進
が
今
後

よ
り
一
層
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
美
土
里
町
を
視

察
し
農
業
の
原
点
が
土
づ
く

り
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。



欧
州
を
視
察

昨
年
、
8
月
2
6
日
か
ら
9
月
7
日
ま
で
の
間
、

青
柳
・
松
井
の
両
議
員
が
海
外
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
視
察
先
は
、
欧
州
5
カ
国
で
議
会
制
度

や
農
業
、
福
祉
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

特
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
で
の
公
式
訪

問
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

■農業経営の実態

■EU加盟のその後

■議　会　制　度
■老人福祉の実態

海
外
研
修

議
員
の
海
外
研
修
は
、
町

議
会
議
員
選
拳
の
年
を
除
き
、

昭
和
5
7
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

派
遣
議
員
の
決
定
は
、
毎

年
度
2
人
が
議
会
の
議
決
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

費
用
は
基
準
を
定
め
、
欧

州
に
つ
い
て
は
、
旅
費
の
7

割
を
町
費
で
賄
い
、
3
割
は

自
己
負
担
で
す
。

今
回
の
視
察
は
、
北
海
道

議
長
会
が
主
催
す
る
海
外
地

方

行

政

調

査

団

の

一

員

と

し

て
、
他
の
町
の
議
員
と
と
も

に
参
加
し
ま
し
た
。



スペイン
●面積　約50万k㎡

（日本の約1.3倍）

●人口　約3900万人

17州からなり首都マド

リード市は人田350万人、

標高646mにある。

国土の50％が山岳、耕

地は10％しかない。

内戦を経て1975年に王

制が復活し、.工業国に変

ぼう中。

E
U
か
ら
2
0
％
補
助

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
あ
る

ア
ル
カ
デ
ー
ス
市
の
農
業
試
験
場
に
お
い

て
、
農
試
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
公
式
セ

ミ
ナ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
説
明
に
よ
る
と
、

ス
ペ
イ
ン
の
農
業
は
、
現
在
も
重
要
な
産

業
部
門
で
あ
る
が
、
国
の
経
済
全
体
に
占

め
る
地
位
は
年
々
低
下
し
て
い
る
。

生
産
性
は
、
E
U
（
欧
州
連
合
）
諸
国

の
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
降

雨
期
が
片
寄
る
な
ど
地
理
的
、
気
象
的
条

件
の
不
利
や
土
地
所
有
制
度
に
よ
る
土
地

利
用
効
率
の
低
さ
や
機
械
化
等
の
資
本
集

約
化
の
遅
れ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
四
年
の
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ン
ド
決
着
後
、
政
府
は
E
U
か
ら
2
0
％

の
生
産
調
整
の
補
助
を
受
け
、
5
5
歳
以
上

の
農
業
者
に
離
農
を
奨
励
す
る
一
方
で
、

若
年
層
の
就
農
に
力
を
注
い
で
い
る
。

E
U
の
今
後
の
問
題
点
と
し

て
、
多
く
の
農
業
者
が
転
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン

ド
見
直
し
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
年
々

降
雨
量
が
減
少
し
干
ば
つ
に
よ

る
砂
漠
化
が
進
み
、
上
空
か
ら

見
る
と
茶
褐
色
の
大
地
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
植

林
政
策
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

小
麦
は
雨
の
多
い
2
月
に
播

種
し
6
月
に
収
穫
し
ま
す
。

畜
産
業
も
盛
ん
で
羊
毛
の
生

産
を
主
に
、
国
民
全
体
の
食
生

活
か
食
肉
の
た
め
、
穀
物
栽
培

か
ら
食
肉
生
産
へ
の
転
換
を
奨

励
し
て
い
ま
し
た
。
水
さ
え
あ

れ
ば
、
農
産
物
の
生
産
は
飛
躍

的
に
伸
び
る
と
語
っ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

市
長
は
2
8
歳
の
苦
さ

視
察
後
の
市
長
に
よ
る
昼
食

会
で
は
、
市
長
が
2
8
歳
と
若
く
、

さ
ら
に
2
0
代
の
女
性
顧
問
と
秘

書
が
説
明
す
る
の
に
は
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
、
農
業
試
験
場
で

は
多
く
の
試
験
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
い
、
市
の
大
学
と
も

密
接
な
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

特
に
若
い
人
材
の
育
成
に
力
を

注
い
で
い
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
研
究
所
で
は
、
石
の

多
い
畑
に
ぶ
ど
う
が
、
太
陽
光

線
を
熱
遮
幕
で
覆
い
、
食
べ
る

と
甘
く
完
熟
し
て
い
ま
し
た
。

さ
す
が
に
ワ
イ
ン
を
沢
山
飲
む

お
国
柄
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。



フランス
●面積　約51万k㎡

（日本の約1.3倍）

●人口　約5700万人

首都パリ市は人口232万

人。西洋美術と世界の流

行都市で有名。

1789年のフランス革命

で自由・平等・博愛を掲

げた人権宣言を行い、王

制から共和制となる。

市

長

は

議

員

か

ら

フ

ラ

ン

ス

の

地

方

自

治

は

、

国
を
9
5
県
に
分
け
、
国
の
行
政

単
位
と
同
様
に
地
方
公
共
団
体

に
な
っ
て
い
る
。
パ
リ
の
よ
う

な
大
き
な
市
も
、
小
さ
な
村
も

同
一
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
長
は
、
議
会
に
お
い

て
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、

任
期
は
6
年
で
し
た
。
議
員
の

数
は
1
万
人
程
度
の
町
で
は
、

ど
こ
で
も
1
0
人
以
下
で
、
助
役

も
同
じ
く
議
員
の
中
か
ら
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国

会
議
員
と
市
町
村
長
、
市
町
村

議
会
議
員
の
兼
職
が
可
能
で
、

大
都
市
で
は
市
長
が
国
会
議
員

を
兼
ね
て
い
る
場
合
が
多
い
。

ゴミ処理は広域行政で

市
町
村
議
会
の
権
限
は
広
範

囲
で
市
町
村
の
組
織
、
財
産
の

管
理
、
予
算
審
議
な
ど
拘
束
力

は
持
つ
が
、
他
方
、
県
知
事
及

び
県
議
会
の
市
町
村
行
政
に
対

す
る
関
与
の
度
会
い
が
大
き
く
、

特
に
財
政
面
で
非
常
に
厳
重
と

の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
長
い
歴
史
の
過
程
の

中
で
、
地
理
的
、
経
済
的
、
宗

教
的
理
由
か
ら
自
然
発
生
的
に

生
ま
れ
た
も
の
で
す
が
、
市
町

村
合
併
は
従
来
か
ら
の
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
町
村
長
は
、
行
政
執
行
者

で
あ
る
と
同
時
に
、
中
央
政
府

の
代
表
者
で
も
あ
り
、
国
の
法

令
の
執
行
の
責
任
に
応
じ
、
管

内
の
秩
序
維
持
の
責
任
を
負
っ

て
い
る
。
他
方
、
市
町
村
の
行

政
執
行
者
と
し
て
、
市
町
村
議

会
の
決
定
を
実
行
す
る
責
任
も

有
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
ル
ノ
ー
市
は
パ
リ
市

の
郊
外
に
近
い
こ
と
か
ら
、
急

速
に
人
口
が
増
え
、
現
在
は
6

千
人
と
な
り
、
学
校
や
福
祉
施

設
な
ど
の
整
備
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
費
用

は
、
国
庫
負
担
と
し
て
消
費
税

2
0
％
か
ら
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
市
は
、
近
隣
1

7
市
町
村
で

カ
ン
ト
ン
州
と
呼
ば
れ
る
広
域

圏
を
作
り
、
地
域
の
共
同
活
動

な
ど
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
数
年
前
ま
で
住
民
の

間
で
さ
ほ
ど
重
要
で
な
か
っ
た

ゴ
ミ
処
理
が
最
近
は
、
特
に
環

境
問
題
と
な
り
、
法
律
に
よ
っ

て
、
税
金
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
2
種

類
に
分
別
さ
れ
、
広
域
で
処
理

工
場
を
建
設
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

と
減
量
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま

し
た
。
環
境
問
題
に
お
金
が
か

か
る
が
、
こ
の
地
域
を
ゴ
ミ
で

汚
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と

市
長
が
強
調
し
て
い
ま
し
た
。



サ
ン
タ
ル
ノ
ー
市

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
人
口
の
都
市
集
中

と
高
齢
化
は
日
本
と
似
て
お
り
、
3
0
年
も
前
か

ら
医
療
と
福
祉
は
分
け
て
行
う
と
い
う
考
え
方

の
も
と
、
自
宅
で
介
護
を
受
け
た
い
と
い
う
希

望
に
よ
り
、
在
宅
介
護
に
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

お
い
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
サ
ン
タ
ル
ノ
ー
市
で
は
、
広
域
で
2
6
人

の
看
護
婦
と
投
薬
の
資
格
を
も
っ
た
6
人
の
保

健
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
に
車
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
お
し
ゃ
べ
り
電
話
」
と
い
う
、
た
っ

た
l
人
で
生
活
し
て
い
る
人
が
沢
山
の
人
と
お

し
ゃ
べ
り
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
保
健
婦
が
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
目
標
は
最
後
ま
で
我
が
家
で

暮
ら
す
た
め
で
、
ど
う
に
も
し
ょ
う
が
な
く
な
っ

た
と
き
施
設
に
入
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

平
均
9
2
歳
の
老
人
ホ
ー
ム

美
容
師
が
髪
を
セ
ッ
ト

パ
リ
市
の
郊
外
に
民
間
経
営

の
タ
ラ
イ
レ
ホ
ン
タ
イ
ン
有
料

老
人
ホ
ー
ム
（
フ
ラ
ン
ス
で
は

「
退
職
者
の
家
」
ホ
ー
ム
と
呼

ん
で
い
る
。
）
を
観
察
し
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
は
湖
の
近
く
に
3

階
建
て
で
8
5
人
が
入
所
し
て
い

ま
し
た
。

職
員
は
ヘ
ル
パ
ー
・
看
護
婦
・

炊
事
・
雑
役
・
管
理
事
務
員
な

ど
4
2
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
週
に

2
、
3
回
医
師
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
、
美
容
師
が
き
ま
す
。
入
所

者
の
平
均
年
齢
は
9

2
歳
で
、
そ

の
.9
0
％
は
女
性
で
あ
る
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。

視
察
を
振
り
返
っ
て

■
青
柳
　
輝
義

一
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く

と
人
生
観
が
変
わ
る
と
言
わ

れ
、
緊
張
の
視
察
で
し
た
が
、

国
際
感
覚
と
視
野
を
広
め
、

資
質
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
議
会
の
満
場
一
致
の
議
決

で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
E
U
（
欧
州
連
合
）

に
よ
る
通
貨
統
合
問
題
な
ど

「
国
境
な
き
欧
州
」
を
目
指

す
欧
州
共
同
体
を
わ
が
国
も

見
習
い
、
進
ん
で
中
国
な
ど

ア
ジ
ア
の
国
と
深
い
交
流
を

す
べ
き
と
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日

本
の
歴
史
の
違
い
を
大
き
く

感
じ
、
古
い
遺
跡
が
最
優
先

と
聞
く
と
、
日
本
で
も
土
器

な
ど
の
古
墳
文
化
の
発
掘
・

保
全
に
も
っ
と
努
力
す
べ
き

と
思
い
ま
し
た
。

■
松
井
喜
代
治

視
察
が
決
ま
り
、
1
ヵ
月
も

前
か
ら
綿
密
に
資
料
の
収
集

な
ど
を
行
い
出
発
し
ま
し
た
。

特
に
フ
ラ
ン
ス
で
毎
年
度

1
万
5
千
軒
の
農
家
が
姿
を

消
し
、
大
規
模
農
家
だ
け
が

生
き
残
る
だ
ろ
う
と
話
さ
れ
、

世
界
で
も
大
農
業
国
家
だ
っ

た
国
が
大
き
な
転
換
期
に
さ

し
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

る
農
家
の
主
人
い
わ
く
「
子

ど
も
は
3
人
い
る
が
、
だ
れ

に
も
農
家
を
継
が
せ
た
く
な

い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
に
お

い
て
、
女
性
責
任
者
が
1
人

で
対
応
・
説
明
す
る
見
事
さ

に
は
関
心
さ
せ
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
国
や
自
治
体

が
避
け
て
通
れ
な
い
行
政
改

革
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。



一般質問は12月20日に行われ1人が質問しました。

米沢議員

Q
、
老
人
医
療
費
の
無
料
枠
拡
大
を

A
、
介
護
保
険
と
と
も
に
検
討
す
る

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
助
成
増
額

問
　
酪
農
家
の
生
活
基
盤
を
充

実
す
る
た
め
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る

が
、
乳
価
の
引
下
げ
や
飼
料
等

の
値
上
が
り
で
、
そ
の
運
営
も

大
変
で
ヘ
ル
パ
ー
の
実
労
働
も

年
間
3
0
0
日
を
超
え
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
後
継
者
確
保
の
一
環

と
し
て
も
、
助
成
額
の
増
額
を

行
う
べ
き
で
な
い
か
。

地
元
業
者
の
育
成
を

町
は
地
元
業
者
の
育
成
を
合

言
葉
に
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、

交
通
指
導
員
の
服
が
町
外
か
ら

購
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

精
神
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

ま

た

、

業

者

に

見

積

書

を

提

出
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
事
後

の
結
果
通
知
が
さ
れ
て
な
い
の

は
透
明
さ
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、

見
直
し
す
べ
き
で
な
い
か
。

前
払
全
制
度
の
活
用
を

町
に
お
い
て
は
、
工
事
費
の

支
払
い
を
部
分
検
査
を
活
用
し

て
い
る
が
、
近
郊
の
沿
線
に
お

い
て
は
、
前
払
金
制
度
を
活
用

し
、
地
元
業
者
か
ら
喜
ば
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
資
材
購
入
時

の
資
金
繰
り
に
事
を
欠
か
な
い

と
い
う
利
点
が
あ
る
か
ら
で
、

町
も
前
払
金
制
度
を
今
後
活
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
照
明
を

島
津
公
園
等
の
遊
具

を
子
供
た
ち
が
楽
し
く

遊
べ
る
よ
う
に
更
新
し

て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
愛
好

者
か
ら
は
、
夜
間
照
明

の
付
い
た
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
整
備
と
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ド
の
設
置
を

望
む
声
が
多
く
、
そ
の

要
求
に
応
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
酸
農
ヘ
ル
パ
ー
・
地
元
業

者

育

成

・

前

払

金

制

度

及

び

パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
質
問
に
つ
い

て
は
、
私
の
任
期
が
終
る
の
で
、

要
望
案
件
と
受
け
と
め
た
い
。

老
人
医
療
費
の
無
料
化
を

問
　
6
日
の
定
例
町
議
会
で
老

人
医
療
費
の
無
料
化
枠
の
拡
大

を
求
め
て
き
た
が
、
ど
の
よ
う

に

検

討

さ

れ

て

き

た

の

か

。

町
長
　
老
人
医
療
費
の
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た
財
源

の
確
保
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
創
設
さ
れ
る
介
護

保
険
制
度
と
の
関
連
で
論
議
が

必
要
と
考
え
る
。

再
質
問
　
町
長
の
任
期
が
ど
う

あ
れ
、
引
き
継
が
れ
る
も
の
で

あ
り
、
門
切
り
の
答
弁
で
は
納

得
出
来
な
い
。
交
通
安
全
の
服

の
購
入
で
も
、
最
後
ま
で
地
元

優
先
を
貫
く
べ
き
で
あ
る
。

老
人
医
療
費
の
無
料
化
対
策

に
つ
い
て
も
、
町
独
自
の
政
策

展
開
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
問
題
に
つ
い

て
は
一
戸
当
た
り
の
負
担
が
2
0

万
か
ら
3
0
万
円
に
な
る
と
い
う 状

況
で
負
担
軽
減
の
要
望
に
応

え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
土
木
建
設
工
事
の
前

払
金
制
度
の
活
用
等
に
は
、
ど

う
い
う
障
害
を
取
り
払
わ
な
け

れ
ば
出
来
な
い
と
い
う
も
の
が

あ
る
と
思
う
の
で
答
弁
を
求
め

る
。
町
長
　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の

改
善
に
十
分
意
を
尽
く
し
て
申

し
送
っ
て
い
き
た
い
。

土
木
事
業
関
係
の
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
先
の
問
題
で
あ
り

私
が
答
弁
す
る
段
階
で
な
い
と

思
う
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
照
明

関
係
に
つ
い
て
は
十
分
内
部
で

検
討
を
考
え
た
い
。
老
人
医
療

費
関
係
に
つ
い
て
は
介
護
保
険

の
絡
み
で
更
に
検
討
を
要
す
る
。

再
々
質
問
　
物
品
購
入
は
、
地

元
を
優
先
し
、
そ
し
て
、
見
積

り
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

結
果
を
相
手
に
通
知
し
て
、
不

信
感
を
か
わ
な
い
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
地
元
業
者
の
育
成
や
事

務
手
続
の
不
備
な
点
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
執
行
の
中
で
部
内

統
一
し
た
い
。



普
段
の
議
員
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

議
員
の
横
顔

趣
味
・
好
き
な
言
葉
・
夫
人
か
ら
の
こ
と
ば

吉　岡

光　明 議員

吉岡光明　（よしおか　みつあき）

会社役員。商家の長男として、昭和

3年3月24日、上富良野に生まれる。

議会では教育民生委員長。議員会長。

吉岡光明議員は、議員歴が7期、

26年のベテラン議員です。

31歳で議員に初当選し、当時は、

「青年吉岡」と自ら呼んでいまし

た。好きな言葉は「一期一会」

幕末の激動に生きた伊井直弼が

座右の銘としたこの言葉。人生は

人と人との出会いで成り立ってい

る。だから、その出会いの一瞬を

大切にして真剣に対処すべきと自

分自身に言い聞かせています。

趣味は読書・旅行・俳句

吉　岡　さよ子 夫人

夫はこんな人　A型のせいか、

仕事などはその日に処理するタイ

プです。絵画が好きで時々美術館

などへ出かけます。声が大きく、

どこでもわかります。

私の望み道　地方自治は、ます
ます厳しくなる。行革、リストラ

と今や地方行政に求められる時で

ある。自らの血を流して動かなけ

れば。議会も論議を重ね、町全体

の改革に結びつけるべき。

笹　木

光　広 譲員

笹木光広　（ささき　みつひろ〕

農業。農家の長男として、昭和13年

5月7日、町内の江幌で生まれる。

議会では産業建設委員。

笹木光広議員は、議員歴は1期

ですが、先日まで農民連盟の委員

長を務めるなど、多忙な毎日でし

た。ようやく、最近は少しゆとり

が出来たとのこと。

自分自身、農家に生まれ、農家

に育ったせいか、毎日無心で働い

ているときが、一番幸せ。

秋の収穫は夢と希望をもって春

の農作業から取りかかり、自然の

中から生まれる収穫は作る喜びで

あり働く充実と健康を感じました。

好きな言葉は、信頼・友情

笹　木　美枝子 夫人

夫人かからと言　少し気ままで
頑固ですが、優しいところもあり

ます。健康に気をつけて、地域や

社会のために、頑張ってほしいと

思っています。

私の抱負　議会議員として1年

半が過ぎ、ようやく全体の流れが

分かりました。いままでの人生経

験の中から自ら学んだ事や他の人

から教わった事を議員活動に生か

し、住み良い町づくりに献身でき

ればと考えています。

この企画はこれから毎号2人ずつ紹介します。



町内の道路を調査
産建委員会

産
業
建
設
委
員
会
は
、
昨
年

の
1
1
月
2
4
日
、
1
2
月
10
日
、
本

年
の
1
月
2
4
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
議
会
閉
会
中
の
調
査
項

目
で
あ
る
農
業
及
び
商
業
の
現

況
を
取
上
げ
て
、
補
助
金
な
ど

の
交
付
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
道
認
定
の
た
め
の

道
路
現
況
も
町
長
か
ら
の
協
議

事
項
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。

議員定数を検討中

昨
年
7
月
、
議
会
に
設
置
し

た
議
員
定
数
適
正
検
討
特
別
委

員
会
を
こ
れ
ま
で
3
回
開
催
し

ま
し
た
。
現
在
の
議
員
定
数
は

2
0
人
で
す
が
、
特
別
委
員
会
で

は
、
過
去
の
定
数
削
減
の
経
過

や
他
の
町
の
状
況
な
ど
を
参
考

に
、
定
数
そ
の
も
の
や
議
会
の

活
性
化
な
ど
を
審
議
し
て
お
り
、

今
後
は
他
の
町
の
視
察
や
住
民

の
声
を
聞
く
こ
と
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

0一157対策は？

教育民生委員会

教
育
民
生
委
員
会
で
は
、
1

月
2
4
日
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
観

察
し
、
O
－
1
5
7
対
策
の
状
況
な

ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
現
在
ま
で
O
－

1
5
7
な
ど
の
病
原
性
大
腸
菌
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
野
菜
な

ど
を
加
熱
し
た
り
、
調
理
器
具

の
消
毒
な
ど
、
万
全
の
体
制
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

町
総
合
計
画
を
調
査

総
務
委
員
会

概
務
委
員
会
は
、
昨
年
の
1

2

月
1
2
日
、
本
年
の
1
月
2
8
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
議
会
閉
会

中
の
調
査
項
目
で
あ

ま
意
で
の
町
総

合
計
画
の
現
況
を
取
上
げ
て
、

現
在
ま
で
の
達
成
状
況
な
ど
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
動
き

各
委
員
会

2
月
13
日
産
業
建
設
委
員
会

2
月
14
日
教
育
民
生
設
委
員
会

2
月
2
1
日
総
務
委
員
会

2
月
2
6
日
議
会
運
営
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

3
月
13
・
14
・
17
・
18
日

3
月
定
例
町
議
会

3
月
5
日
補
正
予
算
な
ど

3
月
6
日
町
政
執
行
方
針

3
月
1
2
日
一
般
質
問

3
月
2
1
日
条
例
・
予
算
案

明
治
3
0
年
4
月
1

2
日
、
三
重
県
か
ら
田
中

常
次
郎
一
行
8
人
が
上
富
良
野
の
草
労
地
区

に
入
地
、
付
近
は
カ
ヤ
や
ス
ス
キ
の
原
野
で
、

そ
の
中
に
楡
の
木
が
1
本
立
っ
て
い
た
と
い

う
。そ
の
原
野
に
開
拓
の
鍬
を
入
れ
て
、
百
年

の
歳
月
を
経
て
、
今
年
は
上
富
良
野
町
開
基

百
年
を
祝
う
記
念
す
べ
き
平
成
9
年
の
幕
開

け
を
静
か
に
迎
え
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙
に
は
開
基
百
年
の
ス
タ
ー
ト
、

「
北
の
大
文
字
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

1
2
月
の
定
例
町
議
会
で
も
、
百
年
記
念
事

業
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
事
業
基
金
の
積
立

て
、
基
本
計
画
、
式
典
、
記
念
館
、
広
場
の

建
設
な
ど
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
研
修
活
動
も
実
施
さ
れ
、

今
回
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
農
業
・
商

業
を
中
心
と
し
た
道
外
研
修
の
概
要
と
議
員

の
国
外
研
修
で
北
海
道
議
長
会
が
主
催
す
る

海
外
地
方
行
政
調
査
に
参
加
し
た
2
議
員
の

視
察
研
修
も
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、
本
号
か
ら
新
た
に
議
員
の
横
顔
を

特
集
と
し
て
、
議
会
活
動
で
は
見
ら
れ
な
い

こ
と
な
ど
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
お
読

み
と
り
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
も
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぎ
議
員
活

動
を
あ
り
の
ま
ま
に
届
け
る
よ
う
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
（
佐
藤
政
幸
記
）

議会の傍聴は自由です′　当日、受付で名前などを書くだけです。
この広報紙は再生紙を利用しています。


